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第
二
十
六
代
目

部
長
あ
い
さ
つ

部
長
あ
い
さ
つ

昨
年
の
7
月
豪
雨
に
て
被
災
さ
れ

た
多
く
の
皆
様
に
、
心
か
ら
お
見
舞

い
申
し
上
げ
ま
す
。
被
害
に
あ
わ
れ

ま
し
た
皆
様
の
、
早
期
の
復
興
・
復

旧
に
向
け
て
、
青
年
部
も
一
丸
と
な

り
取
組
ん
で
参
り
ま
す
。

本
年
で
青
年
部
部
長
の
任
期
最
終

年
の
三
年
目
と
な
り
ま
す
。
集
大
成

の
年
と
し
て
、
精
一
杯
努
め
て
参
り

ま
す
の
で
、
宜
し
く
お
願
い
致
し
ま

す
。さ

て
本
年
は
、
平
成
か
ら
令
和
へ

と
年
号
も
か
わ
り
熊
野
町
も
101
年
目

を
迎
え
ま
す
。

新
た
な
歴
史
の
1
ペ
ー
ジ
を
、
青

年
部
の
仲
間
と
共
に
歩
ん
で
い
け
る

事
に
喜
び
を
感
じ
ま
す
。

そ
の
一
方
で
、
こ
れ
ま
で
築
い
て

き
た
、歴
史
・
文
化
・
伝
統
を
守
り
﹃
熊

野
っ
て
い
い
な
﹄
こ
の
思
い
を
、
子

供
達
に
も
実
感
し
て
も
ら
い
、
大
学

や
社
会
人
に
な
っ
て
町
外
・
県
外
に

住
む
事
も
あ
る
で
し
ょ
う
が
、
ま
た

熊
野
に
帰
っ
て
来
た
い
と
思
え
る
町

づ
く
り
を
進
め
て
い
き
た
い
で
す
。

皆
様
の
ご
理
解
と
ご
協
力
を
賜
り

ま
す
よ
う
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

ク
リ
ー
ン
カ
ン
パ
ニ
ー

　
　
　
　
　

株
式
会
社

松
本
　
大
介

こ
の
度
、
熊
野
町
商
工
会
青
年

部
に
加
入
さ
せ
て
い
た
だ
く
事
に

な
り
ま
し
た
、
ク
リ
ー
ン
カ
ン
パ

ニ
ー
株
式
会
社
の
松
本 

大
介
で

す
。弊

社
の
事
業
内
容
は
、
家
電
レ

ン
タ
ル
業
・
清
掃
業
で
す
。 

家
電

レ
ン
タ
ル
業
と
は
馴
染
み
が
な
い

と
思
い
ま
す
が
、
学
生
、
単
身
赴

任
者
向
け
に
家
電
・
家
具
を
レ
ン

タ
ル
す
る
事
で
す
。

青
年
部
の
一
員
と
し
て
頑
張
っ

て
参
り
ま
す
の
で
、
ど
う
ぞ
宜
し

く
お
願
い
致
し
ま
す
。

居
酒
屋
ジ
ン

安
部
　
　
塁

こ
の
度
、
ご
縁
が
あ
っ
て
商
工
会

青
年
部
に
入
部
さ
せ
て
い
た
だ
く
こ

と
と
な
り
ま
し
た
。

熊
野
町
で
、
飲
食
店
を
始
め
て
12

年
目
に
な
り
、
自
分
も
な
に
か
熊
野

町
の
為
に
恩
返
し
が
し
た
い
と
思
っ

て
い
ま
す
。
地
域
の
活
動
に
積
極
的

に
参
加
し
て
い
き
ま
す
の
で
、
何
卒

よ
ろ
し
く
お
願
い
致
し
ま
す
。

く
ま
の
中
本
板
金
店

中
本
　
和
博

こ
の
度
商
工
会
青
年
部
に
入
部
す

る
こ
と
に
な
り
ま
し
た

く
ま
の
中
本
板
金
店
の
中
本
和
博

で
す
。

私
は
、
主
に
建
築
板
金
工
、
雨
樋

工
事
の
施
工
を
し
て
い
ま
す
。
今
ま

で
以
上
に
熊
野
町
の
経
営
者
の
方
々

と
の
つ
な
が
り
、
想
い
や
悩
み
を
共

有
し
、
公
私
問
わ
ず
た
く
さ
ん
の
ご

縁
が
で
き
れ
ば
と
思
っ
て
お
り
ま

す
。

玉
井
工
業
所

田
中
　
雅
彦

こ
の
度
、
熊
野
町
商
工
会
青
年
部

に
入
部
さ
せ
て
い
た
だ
く
こ
と
に
な

り
ま
し
た
、
玉
井
工
業
所
の
田
中
雅

彦
で
す
。

私
共
は
、
主
に
エ
ク
ス
テ
リ
ア
工

事
、
土
木
工
事
の
施
工
の
ほ
う
を
さ

せ
て
い
た
だ
い
て
い
ま
す
。

た
く
さ
ん
の
方
々
と
交
流
し
、
多

く
の
こ
と
を
学
び
絆
を
深
め
地
域
貢

献
で
き
る
よ
う
に
頑
張
り
ま
す
の
で

ご
指
導
の
ほ
ど
よ
ろ
し
く
お
願
い
い

た
し
ま
す
。

聖
徳
幼
稚
園

猪
野
　
一
乗

こ
の
度
、
青
年
部
に
入
部
さ
せ
て
い

た
だ
き
ま
し
た
、
聖
徳
幼
稚
園
の
猪
野

一
乗
と
申
し
ま
す
。

熊
野
町
を
盛
り
上
げ
る
た
め
に
様
々

な
活
動
を
し
て
お
ら
れ
る
商
工
会
で
、

何
か
お
手
伝
い
を
さ
せ
て
い
た
だ
け
る

こ
と
は
な
い
か
と
思
い
入
部
の
決
意
を

い
た
し
ま
し
た
。

先
人
方
が
ご
苦
労
さ
れ
整
え
て
く
だ

さ
っ
た
こ
の
環
境
の
バ
ト
ン
を
、
さ
ら

に
子
ど
も
達
が
よ
り
楽
し
く
過
ご
せ
る

よ
う
に
し
て
渡
せ
る
よ
う
、
微
力
な
が

ら
お
手
伝
い
さ
せ
て
い
た
だ
き
た
い
と

思
っ
て
お
り
ま
す
。

ど
う
ぞ
よ
ろ
し
く
お
願
い
い
た
し
ま

す
。

広
島
県
商
工
会
青
年
部
連
合
会

芸
南
地
域
協
議
会
は
６
月
5
日

︵
水
︶、
広
島
グ
ラ
ン
ド
イ
ン
テ
リ

ジ
ェ
ン
ト
ホ
テ
ル
に
て
﹃
令
和
元

年
度 

主
張
発
表
芸
南
地
域
予
選

会
﹄
を
開
催
し
、
我
が
熊
野
町
商

工
会
青
年
部
か
ら
は
、
若
手
の

ホ
ー
プ
で
あ
る︵
株
︶竹
宝
堂
の
竹

森
祐
太
郎
氏
が
代
表
と
し
て
出
場

い
た
し
ま
し
た
。

ま
ず
は
、
開
会
の
あ
い
さ
つ
で

当
協
議
会
の
滝
原
会
長
︵
五
日
市

商
工
会
青
年
部
︶
よ
り
﹁
本
日
得

た
知
識
や
内
容
を
単
会
運
営
や
個

人
の
事
業
に
活
か
し
て
ほ
し
い
﹂

と
話
が
あ
り
、
今
年
度
の
青
年
部

に
つ
い
て
﹁
地
域
連
携
が
で
き
る

環
境
づ
く
り
に
着
手
し
た
い
﹂
と

目
標
を
述
べ
ら
れ
ま
し
た
。

 今
回
、
主
張
発
表
を
行
っ
た
の

は
、
各
地
区
の
商
工
会
青
年
部
の

中
か
ら
選
び
抜
か
れ
た
部
員
の
皆

さ
ん
で
、
栗
田
直
樹
氏
︵
佐
伯
商

工
会
青
年
部
︶、
的
場
佳
織
氏
︵
宮

島
町
商
工
会
青
年
部
︶、
西
村
容

子
氏
︵
広
島
東
商
工
会
青
年
部
︶、

武
田
圭
史
氏
︵
広
島
安
芸
商
工
会

青
年
部
︶、
そ
し
て
我
ら
の
竹
森

祐
太
郎
氏
︵
熊
野
町
商
工
会
青
年

部
︶
の
5
名
。
発
表
者
た
ち
は
、

青
年
部
活
動
を
通
じ
て
感
じ
た
地

域
へ
の
思
い
、
仲
間
へ
の
思
い
、

家
族
へ
の
思
い
を
精
一
杯
会
場
に

い
る
多
く
の
聴
衆
に
訴
え
ま
し

た
。 今

回
、
竹
森
氏
が
発
表
し
た

テ
ー
マ
は
、﹁
青
年
部
活
動
に
参

加
し
て
　
日
々
の
業
務
と
、
地
域

に
根
付
く
青
年
部
の
存
在
﹂。
青

年
部
員
と
し
て
﹁
こ
ん
な
こ
と
を

や
り
遂
げ
た
ぞ
！
﹂
と
い
う
派
手

な
エ
ピ
ソ
ー
ド
は
な
い
と
前
置
き

し
な
が
ら
も
、
本
業
で
あ
る
化
粧

筆
製
造
販
売
の
事
業
を
通
し
て
、

他
業
種
の
集
ま
り
で
あ
る
商
工
会

青
年
部
の
仲
間
に
い
ろ
い
ろ
な
場

面
で
助
け
ら
れ
た
と
い
う
エ
ピ

ソ
ー
ド
を
発
表
。
こ
れ
ま
で
活
動

し
た
７
年
間
を
振
り
返
り
な
が

ら
、
こ
れ
か
ら
も
地
元
で
あ
る
熊

野
町
に
貢
献
し
て
い
く
と
い
う
強

い
思
い
、
苦
楽
を
と
も
に
し
た
仲

間
た
ち
と
の
さ
ま
ざ
ま
な
経
験
が

自
分
の
財
産
で
あ
る
と
感
情
豊
か

に
表
現
し
ま
し
た
。

 結
果
は
、
惜
し
く
も
優
秀
賞
と

い
う
こ
と
で
次
点
と
い
う
結
果
に

終
わ
り
ま
し
た
が
、
審
査
委
員
長

を
務
め
た
広
島
県
商
工
会
連
合
会

の
遠
山
哲
美
氏
は
講
評
で
﹁
近
年

ま
れ
に
み
る
接
戦
で
、
誰
が
最
優

秀
賞
で
も
お
か
し
く
な
い
、
非
常

に
レ
ベ
ル
の
高
い
主
張
発
表
で
し

た
。
地
域
に
こ
れ
だ
け
の
優
秀
な

次
世
代
を
担
う
若
手
経
営
者
が
た

く
さ
ん
い
る
こ
と
を
頼
も
し
く
思

い
ま
す
。﹂
と
評
価
し
、
主
張
発

表
大
会
は
成
功
裏
に
幕
を
閉
じ
ま

し
た
。

令
和
元
年
度 

主
張
発
表
芸
南
地
域
予
選
会



第85回 　筆の市通りでは熊野筆事業者、約30社の

出店を予定しています。書道筆から画筆、全

国的な広がりを遂げたメイク筆など特別価格

で販売します。学童用の筆から、プロ指向の

物まで幅広い商品が並びます。

　また、1本100円と有料になりますが、筆

の名入れを実施します。この機会にお気に入

りのオリジナル筆を手に入れてください。

　雨天の場合は熊野中学校体育館にて筆の販

売を行います。

筆の市通り9月
日２３

筆まつり
一年に一度のお楽しみ!!

広島県出身。岡田真実 ( 左：Mami)、岡田賀江 ( 右：Norie) による姉妹デュオ。　2008 年にメジャーデビュー。  JA 共済広島、エース JTB、広島
トヨタなど、これまで 20本を越えるCMソングやテーマソングを手がけ歌っている。
2013 年、広島東洋カープ地元開幕戦にて歴代初となる国歌斉唱をつとめ、昨年 9月には 4度目となる国歌斉唱を披露。2014 年 4月、広島東洋カー
プ菊池涼介選手の登場曲に「#33」が起用され、この曲の YouTube での再生回数は 48 万回を越え話題となっている。堺正章さん司会の人気番組、
テレビ東京「THE カラオケ★バトル」都道府県対抗！ご当地歌うま王決定戦に広島県代表として姉・真実が出演。ルーキーズカップでは , 妹・賀江
が高得点を出し , 優勝を果たした。
どこか切なく、優しく包み込むような姉妹ならではのハーモニーは人々の心にすっと寄り添っていく。 “ 二人の歌声が無限大に広がっていくように ”
という思いを込めた「Mebius」の音楽は、広島から全国に向けて広がっている。

「Mebius」プロフィール

＊出演開始時間はおおよその目安です。

＊出演開始時間は9月9日時のもので変更になる可能性があります。

現在、筆を使った芸術家として、活躍中の手紙家「く
ま」さん、いのちの伝達人「直」さんが来場され、素
敵な作品を即興で制作
してくれます。思い出
に残るあなただけの作
品を手にいれてみませ
んか？

筆を使った芸術家が登場!!筆を使った芸術家が登場!!

制作時間：約20分～30分
場所：熊野中学校グランド

12：55～

13：15～

13：40～

14：30～

14：50～

15：10～

15：30～

いぐいま

Walk Out

ゲスト　Mebius

児玉ユミ音楽院 フィンガー・ジュニア

DANSPORT

Preap J-POPダンス

ケイ・ダンスカンパニー＆ジャズキッズ

10：00～

10：05～

10：15～

10：55～

11：20～

12：05～

12：30～

オープニング

熊野中学校 書道部

チャコ　新体操クラブ

ゆとり

ゲスト　Ｓｅａ

TENKS

ゲスト　撫子 -nadeshiko-

Mebius
熊野町出身の姉妹デュオ、Mebius です。
今年の筆まつりは、Mebius としても出演させて頂くのですが、私たちが新しく築き上げ
た和モダンなエンターテイメント SHOW、「Mebius 撫子」としても出演させて頂く事に
なりました。演歌歌謡とPOPS を掛け合わせた「演歌 POP」の世界。
着物で踊るという斬新なパフォーマンスにもご注目ください。
そしてMebius では、フルバンドで私たちのオリジナル曲を中心にお届け致します。
今年は二つの顔を持つMebius。
筆まつりを熊野町の皆さんと盛り上げていきたいと思いますので、ぜひご来場ください！
お待ちしております。

　令和元年8月2日に、わがまち魅力発信隊とし
て、マツダスタジアムのかば広場に筆まつりの
PR活動に行って参りました。筆まつりのPRと共
に、熊野筆を使ったオリジナルの選手応援ボード
の作成イベントを企画し、来場者の皆様に思い思
いに画用紙に選手の応援ボードを熊野筆で描いて
もらいました。試合開始前には準備した400枚の
画用紙も全て無くなる盛況ぶりでした。応援ボー
ドのおかげで試合もカープの快勝。「筆まつり楽
しみにしています。」と暖かいお言葉もたくさん
いただけました！

青年部活動報告

朝日新聞・日刊スポーツ・日刊工業新聞・株式新聞

朝日新聞サービスアンカー

1 854-8517
5 854-8238

熊野販売所
安芸郡熊野町柿迫11-12中 国 新 聞

日本経済新聞
毎 日 新 聞
産 経 新 聞

ASA熊野
熊野町柿迫18-2

1854 -2868
5854 -1533

熊野阿戸販売所
安芸区阿戸町6626

1856-0230
5856-0886

取扱い新聞名

令和元年 第85回筆まつりステージ予定表令和元年 第85回筆まつりステージ予定表
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